
社会福祉法人 新潟市社会福祉協議会

■所在地 新潟市中央区八千代１丁目３番１号

■代表者 会長　関　昭一

■職員数 役員 1 人 正職員 220 人

非常勤・臨時・パート職員 2,003 人

■設立年月日 昭和３１年３月２９日

■主な業務内容 ○地域・在宅福祉活動の推進（友愛訪問事業など）

○ボランティア活動の振興（ボランティア団体への支援など）

○福祉教育の推進（総合学習等への支援など）

○情報・相談及び広報活動の推進（心配ごと相談所など）

○資金の貸付（生活福祉資金など）

○介護保険事業（訪問介護サービス事業など）

○障がい者自立支援事業（障がい者居宅介護サービス事業など）

○福祉のまちづくり事業（にいがた愛いっぱいキャンペーンなど）

○各種福祉事業（福祉施設の管理運営など）

放課後の時間帯において保護者の代わりに家庭的機能の補完をしながら「生活」
の場を提供し、「遊び」及び「生活」を通して子どもの健全育成を図ること。

■クラブ数 80クラブ
■児童数 5,385 人 （前年比　＋438人）

■正規指導員 嘱託職員　各クラブ２名

■臨時指導員 加配指導員、フリー指導員、土曜登録指導員、日々代替指導員

土曜短時間登録指導員、短時間登録指導員

■児童の健全育成

子ども一人ひとりの生活状況を把握しながら、子どもの情緒や子ども同士の

関係にも配慮し、子どもにとって安心・安全な遊び及び生活の環境を整え、

子どもの自主性・社会性・創造性を養う。

指導員や友達との安定した関係の中で、意欲的に遊びを楽しみ、遊びの中で

決まりのある生活の大切さが身につくよう配慮して援助を行いました。

■地域との関わり

小学校・ふれあいスクール・民生児童委員等の様々な地域の関係機関と連携

を深め、積極的に協力体制の構築に取り組みました。

■障がい児の受け入れ

子どもと保護者の立場に立ちながら、可能な限り受け入れを行い、小学校や

専門機関等と連携を取りながら障がい児への支援を行いました。

■人材の確保と育成

サービスの質・利用者の満足度を高めるため、子どもの安全管理や生活およ

び遊びの指導等の研修の充実に努めました。

■要望・苦情への対応

要望や苦情及び保護者会等の要望については、積極的に意見を聞き、取り入

れるべき内容については、事務局と共に対応しました。

■危機管理体制

子どもの事故等を防止するため、いつでも起こり得るという危機意識を常に
持ち、事故発生の原因を究明し再発防止に努めました。
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